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Ａ VS Ｂ

－

スローオフ －

－ 背番 結果 得点 得点 結果 背番 背番 結果 得点 得点 結果 背番

－ 前　 半 7 29 28 34

9 1 00 53 6 30 29 44

－ 01 24 1 10 30 00 18 10

3 2 01 41

No. Ｇ W 2' D DR 3 W 02 40 2 ○ 13 試合終了

1 3 3 03 35

2 c 6 4 04 20

3 12 1 1 9 5 07 27

4 7 3 6 08 47

5 1 1 10 S 09 27 3 ○ 13

6 3 1 3 7 10 17

7 1 3 8 11 45

8 1 12 19 4 11

9 5 3 9 13 51

10 1 4 10 14 38

11 14 44 T

12 3 11 15 38

13 1 6 S 16 21 5 ○ 13

14 3 12 17 31

9 13 20 44

21 58 6 7

4 14 24 03

9 15 24 53

28 13 7 10

後　 半

No. Ｇ W 2' D DR 4 16 00 34

1 4 17 01 18

2 02 52 8 13

3 03 31 9 4

4 2 05 21 10 13

6 1 T 06 16 11 4

7 1 4 18 06 48

8 9 19 07 42

9 4 20 09 18

10 c 3 13 ○ 21 10 59

11 3 3 22 13 14

12 14 11 12 11

13 8 5 S 14 46

14 15 14 13 13

16 3 23 17 00

17 42 14 6

3 S 19 58

20 37 15 11

6 24 21 13 特記事項

5 25 22 44

23 25 16 ○ 13

4 26 24 04

8 S 25 43 17 ○ 13

3 27 26 28

3 28 27 43
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令和４年度全国高等学校総合体育大会ハンドボール競技大会　高松宮記念杯 第72回全日本高等学校ハンドボール選手権大会
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Ref

役員C

役員B

監督A

役員C

役員B

監督A

小野　颯太

(公財 )日本ハンドボール協会

東福　康浩

明木　源

多田　和生

安藤　太貴

利府高校

関　龍大

加藤　潤

山口　真登

大友　博人

板垣　尚人

菅原　杏滋

佐藤　瑠星

横田　雄大

大友　勇人

柿崎　泰紀

佐藤　有

鈴木　侠

遠藤　歩夢

松山北

伊藤　颯

小山　雄大

白旗　成

篠田　廉

安宅　蓮

藤田　伯楽

三好　羽琉斗

中田　和希

仙波　俊介

長野　夢叶

森　麻翔

八百城　光希

高橋　和希

平　瑛太

田中　洸

坂田　亘

二瓶　陽太

山本　朱莉

小笠原　龍太

中川　唯
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県立松山北高等学校（開催地）

令和4年度全国高等学校総合体育大会ハンドボール競技大会

（ 日 ） 会　　場

高松宮記念杯第73回全日本高等学校ハンドボール選手権大会

試　合　結　果　・　戦　評　報　告　書

競技日 2022 年 7 月 松山市総合ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

得点合計

15 前　　半 7

31 日

種　　別 男子

チーム名

県利府高等学校（宮城）

30
第１延長前半

回　　戦 ２回戦

チーム名

戦　　　　　　　　評

　松山北高校のスローオフで試合開始。先制を決めたのは利府高校⑨横田のカット

インだった。松山北もすぐさま⑩八百城のカットインで追いつくなど立ち上がりは

お互いの持ち味を生かした攻撃で得点していくが、徐々に利府の速攻を絡めた③山

口のミドルや⑥小野のスピードある攻撃で得点を上げていく。6点差が付いたとこ

ろで松山北がチームタイムアウトを取るが、利府の勢いは止まらず③山口の多彩な

シュートや⑨横田のスピードあるカットイン、④大友の速攻などで得点を重ねた。

逆に松山北は利府の2回の退場の機会に得点が上げられなかった事が響いたが、最

後粘ってパスを繋ぎ⑩八百城がカットインを決め、15対7の利府リードで前半を終

了した。

　後半に入り、利府④大友のサイドシュートや速攻で連取するが、その後攻撃が雑

になりミスが続く。松山北は⑬田中の速攻やミドルシュート、④三好のポスト

シュートなどで4連取して粘りを見せる。利府はチームタイムアウトを取ってから

は落ち着きを取り戻し、持ち前の速攻を絡めたスピードある攻撃で得点を上げてい

く。松山北も最後まで粘りを見せたが利府の勢いを止めることはできず30対18で利

府が勝利した。

記載者氏名 関谷達也
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